
(3) 発茸の効率化と高品質生産

本県は，年平均気温が低く，菌糸の生育期間も

短かいので高温発茸型の品種であっても，夏を 2

回以上経過させて使用する方が安全であり，暖か

い時期は浸水前lζ予備散水を 2-3日行うように

し，浸水発生のつど労働力に見合う発茸量を得る

ように心掛ける。むやみに浸水発生を行うとほだ

木の寿命を短かくする。更に発茸時の過湿環境は，

水きの乙の発生を招くので注意されたい。

寒冷期iと使ったほだ木の休養は，努めて凍結さ

せないように保温と補水に留意し，未熟原基の生

山腹緑化用車種の根系に

ついて

山腹緑化や法面緑化に使用する草種は，戦後外

来種が多く用いられてきたが，それらの地上部の

性質については，すでに明らかになっているので，

今回は， ヨモギ，ススキを含め地下部の性質につ

いて紹介する。

1. 地下部の性質

山腹緑化試験を実施し，根の生育状況を調査し

たところ，草種によって根の形状がそれぞれ特徴

をもっており，三つのタイプに区分する乙とがで

きた。すなわち浅根型，深根型.中間根型である。

浅根型は，クリーピング・レッド・フェスク lと

みられるように地表から20cmの深さに大部分の根

が密に分布している。根の性質からすれば土層の

浅いところに使用可能のもので、あるが，植物体が

どれだけ乾燥に耐える乙とができるかが使用上重

要なポイントである。

クリーピング・レッド・フェスクは，花闘岩風

化土で乾燥気味の下伊那郡上郷試験地で良好な生

育をしており乾燥地でもよいと思われる。

ヨモギも乙の浅根型iζ含まれるが，乾燥地では

不適である。

深根型は，ススキ，ウイーピング・ラブ・グラ

スなどで，株元から放射状lと直線的な根が伸長し

ている。山腹既施工地の緑化状況をハゲ山で調査

したととろ，他の草本類は消滅しても，最後まで

残っていたものはススキであり，次いでウイーピ

ング・ラブ・グラスであった。とれは，地下部が

乾燥に強い性質をもっていると云うよりは，根が

育促進をはかるよう心がける。

次lと乾シイタケの生産では，春の自然発生量を

高めるために，根雪前のほだ倒しゃ発茸期の散水

を積極的に行うと共IC，防風垣の設置も効果があ

るので考慮する。また，きの乙の収穫は，銘柄iと

合った適期に行うように努め.収穫後のほだ木は

組み替える乙とが理想的である。

なお.乙のほかに，発茸時期lζ適した品種系統

の導入や，廃ほfご利用の暖房等も考慮し，生産性

の向上を図ることが必要である。

(経営部斉藤)

深くまで伸長しているため，多少の乾燥でも耐え

得る乙とができたものと思われる。

中間根型は，ケンタッキー・ 31・フェスクにみ

られるように一部は深部まで伸長し，大部分は網

状に地表から20cmぐらいのと乙ろに密iと分布して

いる。

根の伸長のほかに地下茎が伸長し繁殖するもの

がある，例えばケンタッキー・ 31・フェスクは比

較的長く伸びるランナーを作るし，ススキは根茎

がよく分岐し地下茎が伸長して発根，発芽する。

クリーピング・レッド・フェスクは一見地下に

ランナーをもつように見えるが，地表部をはって

いる。

2. 緑化用草種の混播

現在混播に使用されている草種の数は， 5 -8 

種ぐらいで，そのねらいは普遍的に何処でも，お

おむね緑化する乙とができるように組合せている

と考えられる。

緑化車種の播種量が多いと密生し，他の植物の

侵入が困難となるので，木本類等の導入を図る場

合は播種量を少なめにすることがよい。

播種した植物が発芽，発根し，やがて，そ乙に

生育する植物相互の競争が起るが，その競争をで

きるだけ少なくするような種子量及び配合が必要

である。

地上部では，丈の低いものは密生してもよいが

丈の高いものは散生するように，また発生時期の

調整をも考慮して種子量を調整する必要がある。
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図緑化用車種根系の型

とくに木本類を導入する場合は，生育初期の生長

が遅いので被圧されないような配慮が望まれる。

当林業指導所で 1nf当たりケンタッキー・ 31・フ

ェスク，ウィーピング・ラプ・グラス，ヤマハギ

を各々 1，000本づ.つの発芽期待数で=混播したと乙

ろ， 9月上旬までにヤマハギは被圧されて消滅し

た。乙のような乙とから当所においては，現在混

播における草種の選択 および適正種子量を把握

するため調査中である。

地下部については，土壌を効率的に使用するた

めに浅根性のものと深根性のものを組合せて混播

するのがよい，例えば，草本類を組合せる場合，

春はクリーピング・レッド・フェスクとススキ文

はウィーピング・ラブ・グラスがよく，やむを得

ず秋lと混播する場合は，クリーピング・レッド・

フェスクとケンタッキー・ 31・フェスクがよいで

あろう。

(造林部大木)




